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JEM/SMILESによる中間圏O3の観測結果
Mesospheric O3 observed by ISS/JEM/SMILES
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ISS/JEM/SMILESは、オゾン層化学に関係する O3, HCl, ClO, HO2, HOCl, BrOなどについて、これまでの衛星観測と
比べ大幅に高い感度での測定を行なった。なかでも O3, HCl, ClOについては高度 80km程度までの中間圏において観測
を行うことができた。成層圏と対比して、中間圏ではより一層、その場での光化学反応が微量成分濃度を支配しており、
SMILESデータとモデル計算結果と比較することにより、大気化学全般における化学反応の現在の知識の妥当性を確認
することが可能と考えられる。本研究では、(1) SMILES中間圏O3データの特徴、(2)既存衛星データ・モデル計算結果
との比較検証、(3) SMILESから得られた中間圏 O3 の日変化、について報告する。
大気の研究において、モデル計算は観測結果の解釈や将来予測のための非常に強力な手段であるが、その基礎となる化

学反応速度は、成層圏・中間圏への外挿のため± 30-50%の誤差を持っていることに注意が必要である。従って、SMILES
のように± 10-20%精度で中間圏の微量成分濃度を観測することは、既存の大気化学に関する知識体系をこれまでに無い
精緻さでの再点検を可能とする。
中間圏O3は、SciSAT-1衛星/ACE-FTS, TIMED衛星/SABER, Aura/MLSなどで観測されている。本研究では、日の出・

日没時のみのデータである ACE-FTSを除く衛星データ及び気象場の再現計算を行なったモデル計算 (SD-WACCAM)と
SMILESデータとを比較した。その結果、SD-WACCM及び SABER 1.27μmと比較的良い一致を得た。
中間圏O3は、日の出後の特徴的な時間変化などの日変化がモデル計算から知られているが、これまで地上観測あるい

は衛星観測からは日変化に関する議論は十分に行えていなかった。SMILESデータでは、ISS軌道の特徴から 45日程度
で日変化をプロットすることができる。中間圏 O3 の日変化は H2O混合比と共に議論することが可能であり、その結果
についても報告する。
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